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代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と

代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味

林
脇
　
ト

シ
　
子

一二三

本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説

代
理
と
私
的
自
治
ー
事
柄
の
本
質
と
制
度

代
理
の
構
成

　
代
理
の
理
論
の
中
で
、
本
人
行
為
説
、
共
同
行
為
説
、
代
理
人
行
為
説
が
唱
え
ら
れ
て
す
で
に
久
し
い
。
し
か
も
な
お
完
全
に
結
着
の
つ
い
た

問
題
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
達
は
、
こ
れ
ら
の
説
の
表
面
的
な
対
立
で
は
な
し
に
、
こ
れ
ら
の
説
の
生
ま
れ
た
理
論
的
な
背
景
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
説
の
対
立
が
法
の
世
界
で
語
つ
て
い
る
意
味
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
代
理
の
行
為
を
現
実
に
誰
が
行
う
か
（
代
理
の
意
思
表
示
を
な
し
、
ま
た
受
け
る
と
い
う
意
味
で
）
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
代
理
人
で

　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
　
　
（
三
一
三
）



　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
　
　
（
一
一
二
四
）

あ
る
と
い
う
の
は
自
明
す
ぎ
る
答
え
で
あ
り
、
ま
た
代
理
の
行
為
の
全
体
的
な
効
果
帰
属
者
（
と
し
て
の
当
事
者
）
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
人
で
あ
る
と
い
う
の
も
ほ
と
ん
ど
疑
い
の
な
い
答
え
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
代
理
理
論
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
つ
の
説
が
対

立
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
自
明
な
結
果
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
各
説
が
代
理
理
論
の
中
で
い
か
な
る
点
を
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
と
い
う

思
考
の
方
法
に
関
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
（
以
下
、
論
述
は
、
仮
り
に
、
本
人
行
為
説
と
共
同
行
為
説
の
共
通
点
に
着
目
し
、
両
者
を
同

じ
側
に
据
え
、
こ
れ
を
本
人
行
為
説
で
代
表
さ
せ
、
代
理
人
行
為
説
と
対
比
さ
せ
る
）
。

　
代
理
人
行
為
説
は
、
代
理
の
行
為
を
行
う
の
は
代
理
人
で
あ
る
と
し
て
．
代
理
人
の
効
果
意
思
に
基
い
て
本
人
に
直
接
効
果
が
生
ず
る
と
す

る
。
こ
こ
で
は
、
行
為
者
と
効
果
帰
属
者
と
が
分
離
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
人
行
為
説
は
、
他
人
の
行
為
（
効
果
意
思
）
に
基
い
て
自
己
に
効

果
が
帰
属
す
る
の
は
不
条
理
で
あ
る
と
し
て
、
代
理
に
お
い
て
も
本
人
が
行
為
し
本
人
が
効
果
を
受
け
る
と
す
る
。
こ
こ
で
本
人
が
行
為
す
る
と

い
う
に
際
し
、
端
的
に
本
人
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
本
人
の
代
理
権
授
与
行
為
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
が
あ
る
（
今
、
こ
こ
で

は
任
意
代
理
に
つ
い
て
論
述
し
、
法
定
代
理
に
つ
い
て
は
、
任
意
代
理
に
関
す
る
議
論
が
大
筋
に
お
い
て
通
用
す
る
か
或
は
別
の
議
論
が
必
要
か

を
、
他
日
検
証
し
た
い
）
。
さ
ら
に
、
代
理
人
行
為
説
と
本
人
行
為
説
と
の
間
に
あ
つ
て
微
妙
な
位
置
を
占
め
る
も
の
に
、
擬
制
的
な
表
現
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
が
行
為
す
る
が
あ
た
か
も
本
人
が
行
為
す
る
も
の
の
如
く
本
人
に
効
果
が
生
ず
る
と
す
る
。

　
代
理
人
行
為
説
も
代
理
の
効
力
の
発
生
（
代
理
人
の
行
う
行
為
の
効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
）
を
単
に
代
理
人
の
効
果
意
思
の
み
を
要
件
と
し

て
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
代
理
人
の
行
為
と
並
ん
で
代
理
権
ー
任
意
代
理
に
つ
い
て
い
え
ば
授
権
行
為
と
い
う
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

人
の
意
思
に
基
く
ー
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
代
理
権
の
存
在
は
、
代
理
の
行
為
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
要
件
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
、
と
く
に
代
理
の
効
力
発
生
要
件
、
有
効
要
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
代
理
人
行
為
説
の
立
場
か
ら
、
代
理
権
に
よ

ヤ

り
明
確
な
積
極
的
な
意
味
づ
け
を
す
る
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
産
法
上
の
法
律
行
為
を
財
産
関
係
に
変
動
を
き
た
さ
し
め
る
管
理
行
為
の
一

つ
と
み
て
、
代
理
人
が
直
接
本
人
に
効
果
を
及
ぽ
す
よ
う
な
代
理
行
為
を
な
す
に
は
、
代
理
人
に
そ
の
た
め
の
管
理
権
限
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



と
し
、
代
理
権
を
こ
の
よ
う
な
管
理
権
限
の
一
つ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
財
産
関
係
に
変
動
を
き
た
さ
し
め
る
に
つ
い
て
の
内
在

的
、
実
質
的
手
段
と
し
て
の
管
理
権
限
は
、
現
象
的
、
抽
象
的
手
段
で
あ
る
法
律
行
為
の
外
に
、
そ
の
構
成
事
実
か
ら
分
離
さ
れ
、
す
で
に
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
た
効
果
の
帰
属
の
要
件
を
な
す
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
人
行
為
説
は
、
代
理
権
を
有
効
要
件
と
し
て
代
理
の
行
為
か
ら
分
離
す
る
の
で
は

な
し
に
、
代
理
権
は
代
理
人
の
行
為
を
通
し
て
生
ず
る
法
律
効
果
の
発
生
に
向
け
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
の
行
為
に
お
け
る
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

果
意
思
と
し
て
働
く
と
す
る
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ば
、
擬
制
的
な
表
現
を
と
る
も
の
と
し
て
、
わ
が
国
で
、
梅
謙
次
郎
・
民
法
要
義
巻
之
一
総
則
編
（
訂
正
増
補
第
三
十
六
版
）
二
五
六
頁
、
ド
イ
ツ
で
．
■
魯
彗
9
9
①

　
　
ω
琶
一
〈
臼
マ
。
言
品
冨
一
脳
①
巨
＞
募
。
匡
島
く
。
ロ
国
Φ
9
鍍
の
＄
。
ゴ
畦
け
①
ロ
壁
。
『
α
Φ
e
毘
鮫
①
5
U
①
暮
る
。
9
。
昌
暫
鼠
①
一
品
①
ω
9
N
冨
。
ン
N
①
富
』
辞
山
器
讐
器
臣
唐
ぶ
国
導
α
Φ
H
弩
●
図
Ψ

　
　
ω
」
o
。
“
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
評
価
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
我
妻
栄
・
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
1
）
三
二
九
頁
は
、
「
代
理
の
効
力
を
生
ず
る
基
礎
」
の
題
下
に
、

　
　
本
人
行
為
説
と
は
代
理
人
の
行
為
を
本
人
の
行
為
と
擬
制
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
本
人
行
為
説
に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
国
嘗
8
8
鐸
叩

　
　
（
宕
琶
①
旨
亀
y
零
ξ
言
魯
山
①
ω
切
帥
贔
Φ
忌
昌
曾
望
魯
＄
鴇
H
囲
’
』
．
国
巴
び
耳
（
一
8
0
）
｝
惚
o。
⑲
（
oQ
」
昌
㎝
）
は
、
こ
れ
を
代
理
人
行
為
説
（
閑
①
實
蹄
窪
9
§
累
ご
の
変
形
に
入

　
　
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
擬
制
的
な
表
現
を
と
る
も
の
（
以
下
、
仮
り
に
、
本
人
行
為
擬
制
説
と
呼
ぶ
）
の
評
価
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
2
）
　
た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
通
説
と
な
つ
て
い
る
代
理
人
行
為
説
を
と
る
我
妻
・
前
掲
三
二
九
頁
に
よ
れ
ば
、
「
代
理
は
、
本
人
に
対
し
て
一
定
の
関
係
に
あ
る
者
が
、
本
人
の
権
利

　
　
関
係
に
変
動
を
及
ぽ
そ
う
と
す
る
意
思
表
示
を
す
る
と
き
に
、
」
云
々
と
し
て
い
る
（
傍
点
林
脇
。
こ
れ
は
、
任
意
代
理
、
法
定
代
理
を
含
め
て
の
立
論
で
あ
る
）
。

　
（
3
）
　
た
と
え
ば
、
国
冨
8
8
歪
9
鉾
鉾
9
幹
一
目
①
に
よ
れ
ば
、
実
定
法
上
、
代
理
権
の
機
能
は
代
理
人
の
行
為
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
は
代
理
人
の
行
為
の
有
効
要
件

　
　
（
霜
一
爵
鴇
ヨ
ぎ
ぎ
ぎ
声
房
器
貯
塁
夷
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
B
G
B
一
七
七
条
以
下
（
無
権
代
理
の
規
定
）
を
引
い
て
い
る
。

　
（
4
）
於
保
不
二
雄
・
授
権
（
国
§
ぎ
窪
置
q
品
）
に
つ
い
て
、
追
完
（
図
。
琴
毘
＄
N
g
N
）
に
つ
い
て
、
有
効
要
件
に
つ
い
て
の
一
考
察
等
（
い
ず
れ
も
財
産
管
理
権
論
序
説
、
そ
れ
ぞ

　
　
れ
二
七
頁
以
下
、
二
四
三
頁
以
下
、
三
三
九
頁
以
下
所
収
）
参
照
。
確
か
に
、
通
説
の
い
う
よ
う
に
、
代
理
権
は
代
理
を
有
効
な
ら
し
め
る
権
利
ま
た
は
資
格
で
あ
る
と
い
う
説
明

　
　
で
は
、
こ
れ
は
た
だ
代
理
の
効
果
転
帰
（
代
理
人
の
な
し
た
行
為
の
効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
）
と
い
う
変
態
的
法
律
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
原
因
が
な
け

　
　
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
そ
の
或
る
も
の
を
う
め
る
た
め
に
代
理
権
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
た
と
い
う
円
呂
琶
。
四
①
に
す
ぎ
な
い
（
韻
一
。
留
冨
8
弩
導
ダ
9
①
い
①
ξ
⑦
＜
2
山
畦
幹
①
F

　
　
ぎ
旨
3
言
夷
℃
ω
P
ピ
ω
●
譜
O
糞
」
諾
げ
・
ω
。
器
O
）
．
こ
れ
に
対
し
、
代
理
権
を
管
理
権
限
と
し
て
積
極
的
に
意
味
づ
け
た
の
は
、
於
保
説
の
功
績
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
財
産
関
係

　
　
に
変
動
を
き
た
さ
し
め
る
法
律
要
件
に
つ
い
て
、
現
象
的
、
抽
象
的
な
法
律
行
為
要
件
と
内
在
的
、
実
質
的
な
管
理
権
限
と
の
二
本
建
て
で
把
握
す
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
後

　
　
述
の
よ
う
に
、
管
理
権
限
を
法
律
行
為
の
有
効
要
件
と
せ
ず
に
、
発
生
し
た
効
果
の
帰
属
の
要
件
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
少
の
説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
5
）
　
た
と
え
ば
、
竃
自
雫
甲
畠
匡
Φ
量
9
①
く
興
訂
Φ
ε
畠
げ
①
ぎ
閃
9
算
韻
。
豊
蘇
砕
（
お
田
）
で
は
、
代
理
権
授
与
行
為
は
代
理
権
を
授
与
さ
れ
た
者
に
よ
つ
て
終
局
に
ま
で
齎

　
　
ら
さ
れ
る
法
律
行
為
の
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
と
し
て
、
法
律
行
為
の
要
件
総
体
の
統
一
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
一
冨
す
ω
し
8
R
）
ま
た
、
司
冒
ヨ
9
∪
器
閑
8
算
品
窃
畠
似
津

　
　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
　
（
一
一
二
五
）



　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
　
　
（
三
一
六
）

（
＞
一
眞
①
幕
ぎ
忠
目
亀
q
霧
切
酵
讐
阜
霧
9
鼠
P
臣
。
）
（
一
〇
臼
）
｝
器
曹
o
。
置
o。
8
で
は
、
代
理
権
授
与
行
為
を
独
立
の
法
律
行
為
と
し
て
み
た
上
で
、
代
理
権
の
付
与
と
い
う
法
律

効
果
は
そ
れ
自
体
で
は
意
味
が
な
く
、
代
理
人
の
行
為
を
通
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
つ
と
し
て
、
法
律
行
為
に
つ
い
て
の
規
範
の
適
用
に
当
つ
て
、
代
理
権
授
与
行
為
の
こ
の
意

味
関
連
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ッ
に
お
け
る
代
理
人
行
為
説
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
も
積
極
的
に
こ
れ
を
評
価
し
、
代

理
人
行
為
説
に
疑
問
を
呈
す
る
論
説
が
み
え
て
ぎ
た
。
た
と
え
ば
、
冒
邑
零
司
邑
Φ
菖
①
デ
の
所
説
を
そ
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
浜
上
則
雄
・
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と

代
理
人
行
為
説
に
つ
い
て
・
阪
大
法
学
二
六
号
二
九
頁
以
下
、
二
八
号
四
八
頁
以
下
、
遠
田
新
一
・
代
理
行
為
と
本
人
の
詐
欺
－
代
理
行
為
の
暇
疵
に
つ
い
て
の
一
試
論
ー
．

政
経
論
叢
九
巻
三
、
四
号
一
一
九
頁
以
下
、
高
橋
三
知
雄
・
代
理
理
論
の
再
検
討
・
関
西
大
学
法
学
論
集
一
六
巻
二
号
三
一
頁
以
下
、
三
号
三
〇
頁
以
下
、
一
七
巻
一
号
四
三
頁
以

下
、
二
号
四
六
頁
以
下
が
あ
る
。
と
く
に
、
高
橋
論
文
は
と
か
く
誤
解
さ
れ
て
き
た
留
4
讐
網
に
由
来
す
る
本
人
行
為
説
の
真
義
の
再
評
価
を
要
請
し
て
い
る
。

二

　
本
人
行
為
説
、
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
を
検
討
す
る
出
発
点
と
し
て
、
そ
も
そ
も
代
理
制
度
の
認
め
ら
れ
て
い
る
基
盤
を
ど
こ
に
求
め
る

か
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丁
度
、
契
約
の
範
囲
で
、
附
合
契
約
、
約
款
に
よ
つ
て
大
量
的
に
行
わ
れ
る
契
約
の
よ
う
な
も
の
を
、
私
的
自

治
の
働
く
範
囲
内
に
位
置
づ
け
る
か
、
私
的
自
治
の
枠
外
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
か
に
議
論
が
あ
る
よ
う
に
、
代
理
の
制
度
も
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
る
限
り
で
、
他
人
の
生
活
範
囲
に
つ
い
て
の
決
定
の
自
由
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
な
お
自
己
の
生
活
範
囲
に
つ
い
て
の
自
己
に
よ
る
決

定
の
み
を
認
め
る
趣
旨
に
と
ど
ま
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　
私
的
自
治
と
は
、
各
個
人
は
自
己
の
自
由
な
意
思
に
基
い
て
自
己
の
財
産
関
係
を
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
原
初
的
に
は
、
ロ

ー
マ
法
的
な
、
意
思
表
示
は
表
意
者
の
み
を
拘
束
す
る
と
か
、
他
人
の
行
為
に
よ
つ
て
は
何
物
を
も
取
得
し
え
な
い
と
い
う
法
理
と
一
致
し
て
い

た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
と
も
な
つ
て
、
多
岐
に
亙
る
取
引
活
動
に
つ
い
て
自
己
の
み
で
処
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
自

己
の
経
済
的
信
用
と
自
己
の
直
接
的
責
任
に
お
い
て
、
し
か
も
、
代
理
人
を
し
て
、
自
己
に
代
つ
て
そ
の
才
能
に
お
い
て
独
立
し
て
取
引
活
動
を

な
さ
し
め
う
る
制
度
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
必
要
に
応
ず
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
が
代
理
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
個

人
の
活
動
の
分
野
は
拡
大
し
う
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
私
的
自
治
の
拡
大
の
た
め
に
、
私
的
自
治
の
法
律
的
基
本
構
造
が
変
化
を
来
た



し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
、
私
的
自
治
の
原
初
的
な
構
造
は
、
い
わ
ば
所
有
と
契
約
と
が
所
有
主
体
に
よ
つ
て
直
結
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
成
り
立
つ
て
い
た
（
財
産
帰
属
者
自
身
が
、
そ
の
財
産
が
帰
属
者
に
与
え
る
権
能
の
展
開
と
し
て
契
約
に
よ
り
財
産
権
に
変
動
を
生
ぜ
し
め

る
。
そ
の
意
思
表
示
は
財
産
帰
属
者
と
し
て
の
表
意
者
の
み
を
拘
束
す
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
私
的
自
治
の
拡
大
は
、
所
有
と
契
約
と
が
所
有
主
体
の

み
に
よ
つ
て
直
結
さ
れ
る
必
要
は
な
い
も
の
と
し
た
（
財
産
帰
属
者
自
身
が
契
約
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
財
産
帰
属
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

属
す
る
権
能
を
他
の
者
に
与
え
、
そ
の
他
の
者
の
な
す
意
思
表
示
は
表
意
者
以
外
の
財
産
帰
属
者
を
拘
束
す
る
）
。

　
こ
の
よ
う
な
私
的
自
治
の
拡
大
に
と
も
な
う
代
理
制
度
の
社
会
経
済
的
根
拠
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
代
理
の
法
理
的
根
拠
を
求
め
て
次
の
よ

う
に
説
く
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
的
自
治
に
つ
き
そ
の
拡
大
が
法
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
権
利
・
所
有
も
し
く
は
財
産
の
帰
属
と
そ
の
行

使
ま
た
は
管
理
と
が
分
化
し
、
非
所
有
主
体
に
よ
り
、
か
つ
、
行
使
ま
た
は
管
理
の
権
限
に
媒
介
さ
れ
て
、
所
有
と
契
約
と
が
結
合
し
う
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
」
し
か
も
、
私
的
自
治
の
拡
大
と
い
う
社
会
経
済
的
根
拠
は
主
と
し
て
本
人
の
側
に
立
つ
て
観
察
さ
れ
て
い
る
が
、

代
理
の
法
理
的
根
拠
は
む
し
ろ
代
理
人
の
側
か
ら
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
し
て
、
代
理
行
為
の
効
果
転
帰
は
、
「
代
理
人
が
代
理
行
為

を
な
し
又
は
受
け
る
の
は
、
法
律
効
果
は
直
接
に
本
人
に
生
ぜ
し
め
る
効
果
意
思
を
も
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
効
果
意
思
の
効
力
と
し
て
法

律
効
果
の
転
帰
を
法
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
的
自
治
の
法
律
上
の
手
段
で
あ
る
法
律
行
為
に
お
い
て
は
、
法
律
効
果
の
内
容
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

み
で
な
く
、
法
律
効
果
の
帰
属
者
に
つ
い
て
も
効
果
意
思
の
自
由
を
法
が
承
認
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
代
理
の
制
度
を
法
理
的
に
は
本
人
の
私
的
自
治
の
拡
大
の
観
点
か
ら
み
る
よ
り
は
、
代
理
人
の
効
果
意
思
の
効
果
と
し

て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
代
理
行
為
を
眺
め
る
限
り
、
代
理
は
い
わ
ば
代
理
人
の
私
的
自
治
と
し
て
現
象
す
る
が
、
こ
の

見
解
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
行
使
ま
た
は
管
理
の
権
限
に
媒
介
さ
れ
て
」
行
わ
れ
る
も
の
で
、
代
理
人
の
全
く
自
由
な
何
物
か

ら
も
独
立
し
た
効
果
意
思
の
み
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
国
q
巨
①
が
い
う
よ
う
に
、
私
的
自
治
の
範
囲
内
の
行
為
と
は
自
己
の
た

め
の
行
為
で
あ
り
他
人
の
た
め
の
行
為
で
は
な
い
。
私
的
自
治
の
原
理
は
他
人
の
た
め
に
自
己
が
自
由
に
決
定
す
る
（
詔
一
房
爵
貫
差
。
算
Φ
5
行
為

　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
　
　
（
コ
ニ
七
）



　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
　
　
（
一
一
二
八
）

に
つ
い
て
の
正
当
性
（
い
品
三
窮
蝕
舅
）
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
代
理
の
行
為
も
他
人
の
た
め
の
義
務
的
な
拘
束
を
と
も
な
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

行
為
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
代
理
の
効
力
の
発
生
（
代
理
人
の
行
為
の
効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
）
の
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
代
理
の

　
（
4
）

本
質
に
つ
い
て
の
答
え
は
、
本
人
行
為
説
の
い
う
よ
う
に
、
本
人
の
意
思
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

行
為
説
の
主
張
者
ぽ
か
り
で
な
く
、
代
理
人
行
為
説
の
主
張
者
も
ま
た
認
め
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
．
こ
の
よ
う
な
本
質
に
根
ざ
す
代

理
が
制
度
化
さ
れ
、
代
理
の
行
為
は
代
理
人
が
行
う
と
い
う
と
き
に
ー
こ
の
点
は
ま
た
逆
に
代
理
人
行
為
説
の
主
張
者
ば
か
り
で
な
く
、
少
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
も
今
日
主
張
さ
れ
て
い
る
本
人
行
為
説
の
主
張
者
も
認
め
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
ー
、
代
理
人
の
行
為
と
代
理
の
効
力
発
生
に
つ
い
て
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

人
の
関
与
を
ど
の
よ
う
な
形
で
理
解
す
る
か
、
現
行
法
は
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
を
予
定
し
て
い
る
か
の
点
に
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
ド
イ

ツ
の
学
説
を
紹
介
す
る
そ
の
論
述
の
中
で
、
普
通
法
時
代
の
本
人
行
為
説
、
共
同
行
為
説
、
或
は
代
理
人
行
為
説
さ
え
も
、
互
に
根
本
か
ら
相
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
各
々
そ
の
視
点
を
異
に
す
る
だ
け
で
あ
る
と
評
価
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
本
人
行
為
説
は
、
代
理
の
効
力
の
根
拠

を
求
め
て
、
そ
れ
が
本
人
の
意
思
に
あ
る
と
す
る
ー
こ
の
点
は
正
し
い
ー
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
制
度
上
の
要
件
と
し
て
も
代
理
の
行

為
は
本
人
の
行
為
で
あ
る
と
す
る
点
で
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
ま
た
、
代
理
人
行
為
説
は
、
制
度
上
の
要
件
の
み
を
眼
前
に
、
代
理
の
行
為
は
代

理
人
の
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
1
要
件
論
の
一
端
と
し
て
そ
れ
自
身
正
し
い
が
ー
を
説
明
す
る
の
み
で
、
代
理
の
効
力
の
根
拠
に
眼
を
注

ぐ
配
慮
に
欠
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
差
異
は
前
述
の
本
人
行
為
擬
制
説
に
対
す
る
評
価
i
一
方
か
ら
は
本
人
行
為
説
に
入
れ
ら
れ
、

他
方
か
ら
は
代
理
人
行
為
説
と
い
わ
れ
る
ー
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
上
の
要
件
論
を
も
つ
ぽ
ら
こ
と
と
す
る
代
理
人
行
為

説
を
と
る
者
の
眼
か
ら
は
、
代
理
人
が
行
為
し
て
い
る
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
（
効
力
の
根
拠
を
本
人
の
意
思
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
を
つ
き
つ
め
ず
に
）
、
本
人
行
為
擬
制
説
が
そ
れ
を
と
く
に
本
人
が
行
為
し
て
い
る
か
の
如
く
に
擬
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
点
で
、

本
人
行
為
説
と
評
価
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
代
理
の
効
力
の
根
拠
を
尋
ね
て
そ
れ
を
本
人
の
意
思
に
求
め
る
本
人
行
為
説
を
と
る
老
は
、
要
件
論



と
し
て
も
本
人
が
行
為
す
る
と
い
う
構
成
を
念
頭
に
お
い
て
、
擬
制
的
な
表
現
を
と
る
も
の
は
そ
の
事
実
的
な
基
礎
に
代
理
人
が
行
為
す
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
行
為
説
に
入
る
も
の
と
す
る
。

　
高
橋
氏
は
前
述
の
評
価
に
続
い
て
、
代
理
人
行
為
説
の
中
で
も
擬
制
的
な
表
現
を
用
い
る
名
日
駐
魯
①
芦
ピ
暮
導
含
の
代
理
理
論
が
そ
の
後
採

用
さ
れ
ず
、
き
＆
轟
流
の
原
因
と
効
果
の
分
離
（
牢
Φ
巨
且
詩
毒
α
q
）
の
理
論
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
意
思
表
示
理
論
に
お
け
る

意
思
主
義
が
そ
の
勢
力
を
失
い
、
表
示
主
義
へ
の
転
換
が
あ
た
か
も
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か

　
　
　
　
（
9
）

ろ
う
と
さ
れ
る
。
高
橋
氏
の
指
摘
さ
れ
る
こ
の
関
連
を
、
私
は
、
法
的
思
考
に
お
け
る
本
質
論
と
事
柄
の
制
度
化
、
す
な
わ
ち
制
度
上
そ
れ
に
ど

の
よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
か
の
絡
み
合
い
の
点
に
見
出
し
て
み
た
い
。
代
理
理
論
に
お
け
る
普
通
法
時
代
の
本
人
行
為
擬
制
説
は
、
そ
の
思

考
の
過
程
を
辿
つ
て
み
る
と
、
代
理
の
効
力
の
根
拠
は
本
人
の
意
思
に
求
め
た
い
、
し
か
も
代
理
の
行
為
は
代
理
人
が
な
す
も
の
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
、
こ
の
間
に
お
い
て
行
為
と
効
果
を
分
離
さ
せ
ず
、
何
と
か
一
本
化
し
て
考
え
て
い
き
た
い
、
こ
れ
が
擬
制
と
い
う
手
段
に
な
つ
て
現
わ

れ
た
と
い
い
う
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
代
理
の
構
成
が
緻
密
に
な
る
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
問
題
の
所
在
を
明
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
構
成
の
精
緻
さ
を
誇
る
二
〇
世
紀
の
代
理
理
論
は
、
現
象
的
な
代
理
の
行
為
に
眼
を
向
け
、
代
理
行
為
と
代
理
の
効
力
の
根
拠
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

代
理
権
と
の
関
連
性
か
ら
眼
を
そ
む
け
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
が
代
理
人
行
為
説
で
あ
る
。
同
様
に
、
意
思
表
示
理
論
に
お
い
て
も
、
表
示
主
義

は
、
現
象
的
な
表
示
の
外
形
に
の
み
眼
を
向
け
、
そ
の
表
示
が
意
思
表
示
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
つ
て
い
る
か
を
考
え
な
い
。
表
示

主
義
、
代
理
人
行
為
説
の
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
支
え
る
内
的
な
根
拠
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
於
保
不
二
雄
・
民
法
総
則
講
義
二
二
二
、
一
二
四
頁
、
同
・
注
釈
民
法
㈲
（
代
理
の
前
註
）
五
頁
参
照
。

（
2
）
　
於
保
・
前
掲
民
法
総
則
講
義
二
一
五
、
二
一
六
頁
、
同
・
前
掲
注
釈
民
法
㈲
六
、
七
頁
．

（
3
）
轟
一
・
国
ロ
馨
る
』
●
9
ω
ω
』
－
P

（
4
）
　
こ
こ
で
「
本
質
」
と
い
う
と
き
、
何
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
言
葉
を
使
つ
て
い
る
の
か
の
説
明
を
要
す
る
が
、
法
解
釈
学
に
お
け
る
本
質
論
が
何
を
意
味
す
る
か
に
っ
い
て
は
、

ま
だ
十
分
な
見
解
を
も
つ
て
い
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
前
述
の
於
保
説
は
、
法
理
的
に
い
つ
て
．
代
理
と
は
、
代
理
人
が
法
律
効
果
を
直
接
本
人
に
生

　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
　
　
（
＝
二
九
）



代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味

一
五
四

（
三
二
〇
）

　
ぜ
し
め
る
効
果
意
思
を
も
つ
て
代
理
行
為
を
行
う
と
き
に
、
こ
の
効
果
意
思
の
効
力
と
し
て
法
律
効
果
の
転
帰
を
「
法
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
こ
ま
で
は
一
つ
の

　
法
制
度
の
法
理
的
説
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
質
論
は
、
代
理
人
の
意
思
に
、
そ
れ
を
効
果
意
思
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
よ
う
な
効
力
を
何
故
法
が
承
認
し
た
の
か
、
そ
の
妥
当

　
性
を
支
え
る
根
拠
は
何
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
も
つ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
代
理
の
効
力
の
根
拠
に
つ
い
て
の
本
質
論
を
不
用
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
島
武
宜
・
民
法
総
則
（
法
律
学
全
集
）
三
〇
六
、
三
〇
七

　
頁
に
よ
れ
ば
、
本
人
行
為
説
、
共
同
行
為
説
は
、
「
ロ
ー
マ
法
で
は
承
認
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
代
理
を
有
効
と
し
て
承
認
す
る
た
め
の
理
由
づ
け
な
い
し
正
当
化
（
冨
ぎ
霊
評
暮
陣
書
）

　
の
論
理
構
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
」
る
が
、
「
現
代
法
で
は
、
代
理
の
有
効
性
を
正
当
化
す
る
実
際
上
の
必
要
は
な
い
」
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
代
理
に
お
い
て
は
、
代
理
人
に

　
よ
る
意
思
表
示
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
と
な
つ
て
い
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
代
理
権
が
存
在
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
つ
て
、
「
そ
の
代
理
権
の
成
立
に
と
つ
て
本
人
の
意

　
思
表
示
が
要
件
と
な
る
場
合
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
．
「
し
た
が
つ
て
、
本
人
行
為
説
と
か
共
同
行
為
説
等
の
十
九
世
紀
ド
イ
ッ
の
論
争
は
、
今
日

　
に
お
い
て
は
全
く
意
味
を
も
た
な
い
も
の
と
な
つ
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
固
q
幕
が
い
う
よ
う
に
、
現
行
法
が
或
る
法
制
度
を
認
め
て
い
る
こ
と

　
は
そ
の
本
質
論
を
不
用
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
現
行
法
規
範
は
一
つ
の
評
価
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
代
理
の
よ
う
な
一
つ
の
法
形
象
（
Φ
ぎ
Φ
顯
畠
鼠
凝
霞
）

　
に
と
つ
て
妥
当
す
る
法
規
範
を
理
解
し
、
批
判
的
に
評
価
し
、
ま
た
欠
鋏
を
補
充
し
て
構
成
し
よ
う
（
a
旨
げ
ま
跨
）
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
法
形
象
の
本
質
に
つ
い
て
ま
た

　
そ
の
法
秩
序
全
体
と
の
関
連
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
代
理
の
制
度
と
私
的
自
治
と
の
関
連
を
間
題
に
し
た
の
も
、
近
代
法
に

　
接
続
す
る
現
代
法
の
骨
格
が
私
的
自
治
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
．
全
法
体
系
の
中
に
代
理
を
位
置
づ
け
る
と
き
．
私
的
自
治
と
の
関
連
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
か

　
ら
で
あ
る
。
す
で
に
句
言
唐
。
に
お
い
て
私
的
自
治
の
原
理
に
基
く
法
秩
序
の
中
で
の
代
理
の
本
質
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
夷
一
●
固
β
巨
9
鉾
勲
9
ω
ψ
温
甲
誤
㎝
）
。

（
6
）
　
か
つ
て
の
本
人
行
為
説
で
は
こ
の
点
曖
昧
で
あ
り
、
法
的
な
意
味
で
行
為
す
る
の
は
単
に
本
人
の
み
で
あ
り
、
本
人
は
代
理
人
を
道
具
（
≦
霞
ζ
Φ
轟
）
と
し
て
使
う
と
す
る

　
（
国
言
9
8
窪
の
』
』
・
9
0
Q
・
目
観
に
よ
る
本
人
行
為
説
［
Q
の
零
罫
穿
ぽ
霞
窪
二
の
説
明
）
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
今
日
の
説
に
お
い
て
は
、
本
人
の
み
が
行
為
す
る
と
い
う

　
の
は
事
実
に
反
す
る
と
し
て
、
た
と
え
ば
固
ρ
馨
は
、
代
理
の
正
し
い
構
成
（
頃
ぎ
呂
窪
農
）
は
、
法
律
行
為
的
行
動
（
冨
。
馨
品
窃
魯
鋒
葺
9
①
吋
頃
弩
留
ぎ
）
と
そ
の
行
動
の
結

　
果
と
し
て
の
法
律
行
為
の
規
制
（
閑
轟
巴
茸
頓
α
窃
閃
8
窪
品
①
馨
菰
謡
）
の
分
離
に
あ
る
と
し
、
代
理
人
は
代
理
の
行
為
（
代
理
人
に
よ
る
法
律
行
為
［
く
興
マ
9
①
品
窃
。
罫
三
）
に

　
際
し
て
行
為
者
で
あ
る
、
し
か
し
、
こ
の
行
為
の
結
果
と
し
て
の
法
律
行
為
は
本
人
の
規
制
で
あ
る
、
何
故
な
ら
ば
、
代
理
人
は
本
人
の
た
め
に
行
為
し
こ
れ
に
つ
い
て
資
格
を
与

　
え
ら
れ
て
い
る
（
き
8
ユ
路
邑
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
固
自
實
①
る
る
・
9
鴇
知
認
－
謡
㎝
）
。

（
7
）
代
理
の
制
度
を
代
理
人
の
私
的
自
治
（
代
理
人
の
自
由
な
決
定
）
で
は
な
し
に
、
効
力
の
根
拠
を
本
人
の
意
思
に
求
め
る
と
し
て
も
．
現
象
的
に
代
理
人
の
行
為
に
よ
つ
て
作

　
り
出
さ
れ
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
、
本
人
の
意
思
が
ど
の
よ
う
な
形
で
関
与
し
て
く
る
か
、
法
制
度
上
の
要
件
論
が
問
題
と
な
る
。
法
律
論
と
し
て
は
こ
の
要
件
論
が
必
要
な
の

　
で
あ
つ
て
、
こ
の
議
論
を
誤
ま
ら
な
い
限
り
、
川
島
説
の
い
う
よ
う
に
、
本
人
行
為
説
、
代
理
人
行
為
説
等
の
議
論
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
、
本
人
行
為

説
、
代
理
人
行
為
説
を
云
々
す
る
の
は
、
要
件
論
を
誤
り
な
く
進
め
る
た
め
の
基
礎
工
事
と
い
え
よ
う
。

（
8
）
　
高
橋
・
前
掲
e
四
三
頁
。

（
9
）
　
高
橋
・
前
掲
〇
四
三
、
四
四
頁
。

（
1
0
）
　
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
意
思
表
示
理
論
に
お
け
る
問
題
の
展
開
は
、
後
日
に
譲
る
。



三

　
上
述
の
と
こ
ろ
か
ら
、
最
近
、
代
理
人
行
為
説
に
対
し
再
検
討
を
迫
る
声
が
上
つ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
単
純
に

本
人
行
為
説
に
戻
る
こ
と
が
正
し
い
解
決
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
人
の
意
思
が
代
理
の
要
件
上
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
か
を

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
代
理
人
が
行
為
し
、
本
人
に
効
果
が
帰
属
す
る
と
い
う
そ
の
間
の
架
橋
を
な
す
も
の
が
、
代
理
権

の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
人
行
為
説
に
よ
れ
ば
、
本
人
は
代
理
人
の
行
為
を
通
し
て
生
ず
る
で
あ
ろ
う
或
る
具
体
的
な
効
果
を

狙
つ
て
代
理
人
に
代
理
権
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
実
質
上
、
代
理
権
授
与
行
為
は
代
理
行
為
に
お
け
る
本
人
の
効
果
意
思
の
表
示

で
あ
る
、
本
人
行
為
説
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
代
理
権
授
与
行
為
と
代
理
行
為
の
一
本
化
を
は
か
る
。
し
か
し
、
現
実
に
、
代
理
権
授
与
行
為
は

必
ず
し
も
相
手
方
に
向
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
代
理
人
に
向
つ
て
な
さ
れ
、
相
手
方
に
対
し
て
表
意
者
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は
代

理
行
為
に
お
け
る
代
理
人
の
み
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
相
手
方
は
代
理
人
と
の
間
に
意
味
を
も
つ
法
律
行
為
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
の
間
に
意
味
を
も
つ
法
律
行
為
を
成
立
せ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
つ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
法
律
行
為
を
成
立
せ
し
め
よ
う
と

す
る
の
か
は
、
代
理
人
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
知
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
本
人
の
代
理
権
授
与
に
当
つ
て
の
意
思
を
代
理
人
の
代
理

行
為
の
中
に
持
ち
込
む
と
す
れ
ば
、
ま
ず
、
相
手
方
は
、
通
常
直
接
に
は
全
く
知
り
え
な
い
本
人
の
意
思
を
代
理
人
の
な
す
表
示
の
中
に
探
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
相
手
方
に
向
つ
て
な
さ
れ
る
意
思
表
示
は
一
つ
の
統
一
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
代
理
行

為
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
る
本
人
の
意
思
と
代
理
人
の
意
思
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
し
て
統
一
が
は
か
ら
れ
る
か
、
仮
り
に
、
本
人
の
意
思
と
代
理

人
の
意
思
と
の
間
に
不
一
致
が
存
す
る
と
、
そ
の
場
合
で
も
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
（
代
理
人
の
意
思
）
に
し
た
が
つ
て
効
力
を
生
ず
る
と
す
る
な

ら
ぽ
格
別
（
ま
た
．
そ
う
す
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
本
人
の
意
思
を
代
理
行
為
に
持
ち
込
む
意
味
が
な
く
な
る
）
、
相
手
方
に
と
つ
て
通
常
全
く

知
り
え
な
い
本
人
の
意
思
と
の
齪
齪
に
よ
り
、
法
律
行
為
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
相
手
方
か
ら
本
人
に
確
め
る
な
ら
ば
別
で
あ
る

　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
　
　
（
三
一
二
）



　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
　
　
（
三
二
二
）

が
、
こ
れ
を
一
々
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
代
理
の
制
度
を
無
用
に
帰
せ
し
め
る
）
。
こ
れ
は
、
法
律
行
為
の
効
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
制
度
と
し
て
は
妥
当
を
欠
く
。
そ
の
意
味
で
、
代
理
行
為
か
ら
代
理
権
を
独
立
さ
せ
る
の
は
制
度
と
し
て
賢
明
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
し

て
、
代
理
人
行
為
説
は
、
法
律
行
為
は
代
理
人
と
相
手
方
と
の
間
で
な
さ
れ
る
が
、
本
人
の
与
え
る
代
理
権
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
、
効
果
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

帰
と
い
う
代
理
の
効
力
を
左
右
す
る
、
こ
の
意
味
で
代
理
権
は
代
理
の
有
効
要
件
で
あ
る
と
構
成
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
に
、
相
手
方
に
対
し
て
は
代
理
人
の
意
思
表
示
が
基
準
と
な
る
と
し
て
、
代
理
行
為
に
お
い
て
、
代
理
人
が
「
本
人

ノ
為
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
テ
」
意
思
表
示
を
す
る
と
き
、
通
常
、
こ
れ
を
代
理
意
思
の
表
示
で
あ
る
と
し
て
、
代
理
意
思
は
代
理
人
の
効
果
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

思
（
の
一
内
容
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
代
理
人
行
為
説
か
ら
い
つ
て
、
代
理
の
行
為
は
代
理
人
の
行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
表
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

は
す
べ
て
代
理
人
の
効
果
意
思
の
表
示
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
代
理
人
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
も
の
が
す
べ
て
代
理
人
の
効

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

果
意
思
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
代
理
の
効
力
の
根
拠
を
考
え
た
際
に
み
た
よ
う
に
、
自
己
の
独
立
の
意
思
で
そ
の
行
為
か
ら
生

ず
る
一
切
の
法
律
効
果
（
そ
の
行
為
そ
の
も
の
）
を
他
人
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
が
効
果
意
思
の
内
容
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。
代
理
の
行
為
は

代
理
人
の
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
代
理
人
の
独
立
の
効
果
意
思
の
効
果
と
し
て
本
人
へ
の
効
果
帰
属
が
決
定
さ
れ
る
と
す
る
の
は
、
代
理
の
本

質
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
人
に
直
接
効
果
が
帰
属
す
る
こ
と
は
、
代
理
人
の
効
果
意
思
の
結
果
で
は
な
く
て
、
他
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
り
、
こ
れ
が
代
理
権
で
あ
る
。
於
保
教
授
に
よ
れ
ば
、
代
理
権
は
管
理
権
限
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
人
に
直
接
効
果
が
帰
属
す
る
と
い
う

管
理
権
限
の
一
つ
の
発
現
の
形
を
予
定
し
て
い
る
。
代
理
人
に
本
人
の
財
産
関
係
に
つ
い
て
の
管
理
権
限
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
の
な
し
た
行
為
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

結
果
は
本
人
に
及
ん
で
差
し
支
え
な
い
。
た
だ
、
行
為
に
当
つ
て
、
代
理
人
（
代
理
権
を
与
え
ら
れ
た
者
）
は
自
己
の
た
め
に
行
為
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
自
己
の
た
め
に
す
る
か
本
人
の
た
め
に
す
る
か
の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
ま
た
、
相
手

方
に
と
つ
て
も
、
誰
が
そ
の
効
果
を
受
け
る
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
不
都
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
代
理
人
が
代
理
行
為
を
な
す
に
は
、
「
本
人
ノ

為
メ
ニ
ス
ル
」
意
欲
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
相
手
方
に
示
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
、
代
理
人
自
身
に
効
果
が
及
ば
な
い
と
い
う
点
で
は



代
理
人
の
効
果
意
思
（
形
成
的
な
意
欲
実
現
）
と
し
て
働
く
が
、
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
と
い
う
点
で
は
効
果
意
思
と
し
て
で
は
な
く
て
、
相
手
方

に
対
し
て
意
思
の
通
知
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
し
た
が
つ
て
、
相
手
方
と
の
間
で
意
思
表
示
の
合
致
を
要
す
る
事
項
で
は
な
く
、
相
手
方
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
旨
を
承
知
す
れ
ば
よ
い
。

　
代
理
の
効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
根
拠
を
代
理
人
の
効
果
意
思
に
で
は
な
く
、
代
理
権
授
与
に
現
わ
れ
る
本
人
の
意
思
に
求
め
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
代
理
行
為
を
組
成
す
る
意
思
表
示
の
内
容
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
独
立
に
、
代
理
権
の
存
在
を
代
理
の
有
効
要
件
と
し
て
理
解
す

（
7
）る
。
こ
の
よ
う
な
代
理
人
の
代
理
行
為
か
ら
の
代
理
権
の
独
立
は
、
代
理
権
を
二
つ
の
方
面
で
抽
象
化
す
る
こ
と
と
結
び
つ
く
。
ま
ず
、
代
理
権

授
与
に
当
つ
て
、
代
理
権
の
範
囲
は
、
O
O
事
項
に
つ
い
て
○
○
と
○
○
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
、
或
は
さ
ら
に
売
買
代
金
O
O
、
数
量
○
○
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
う
（
委
任
状
に
記
入
し
う
る
程
度
の
）
限
定
し
か
有
効
に
な
さ
れ
え
な
い
。
こ
れ
を
超
え
た
細
い
指
図
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
人
、
代

理
人
間
の
義
務
に
と
ど
ま
る
。
そ
こ
で
、
代
理
権
を
代
理
行
為
か
ら
独
立
さ
せ
た
こ
と
は
、
ひ
る
が
え
つ
て
、
代
理
人
、
本
人
間
の
内
部
的
な
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

務
か
ら
代
理
権
を
離
れ
た
も
の
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
代
理
権
を
代
理
の
要
件
の
中
で
、
代
理
人
の
行
為
か
ら
も
、
ま
た
代
理
の
基
礎
関
係
か
ら
も
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
代
理
の

制
度
の
実
用
性
（
固
§
Φ
の
い
う
汐
欝
二
5
亀
一
藝
）
の
要
請
に
基
く
と
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
限
界
も
や
は
り
そ
こ
に

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
代
理
の
効
力
の
根
拠
は
結
局
本
人
の
意
思
に
あ
る
と
い
う
代
理
の
本
質
が
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
す
る
と
し
て
、
次
の
諸
点
に
現
わ
れ
る
。

　
ω
代
理
権
の
濫
用
の
観
念
　
　
或
る
者
に
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
代
理
権
が
い
か
に
作
用
す
べ
き
か
は
、
代
理
人
と
本
人

と
の
間
に
あ
る
基
礎
と
な
る
法
律
関
係
に
よ
つ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
霊
富
民
以
来
、
法
律
構
成
上
．
代
理
権
を
こ
の
内
部
的
義
務
か
ら
独
立

さ
せ
（
＜
①
馨
芽
鼠
呂
貫
§
㎎
）
、
し
た
が
つ
て
、
代
理
人
が
本
人
に
効
果
を
及
ぽ
す
行
為
を
し
た
と
き
、
代
理
人
の
意
図
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

抽
象
的
に
代
理
権
あ
り
と
し
て
代
理
の
効
力
を
生
ぜ
し
め
る
。
し
か
し
、
代
理
人
が
代
理
行
為
を
行
い
な
が
ら
自
己
の
利
益
を
収
め
よ
う
と
い
う

　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
　
　
（
…
…
）



　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
　
　
（
二
二
四
）

場
合
に
は
（
代
理
人
の
利
益
の
た
め
に
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
）
、
代
理
人
の
内
部
的
な
義
務
違
反
に
よ
り
い
わ
ぽ
代
理
権
限

が
濫
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
て
、
こ
の
代
理
人
の
意
図
を
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
と
き
は
、
代
理
の
効
力
を
発
生
せ
し

め
な
い
も
の
と
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
代
理
権
は
、
本
人
か
ら
代
理
人
に
与
え
ら
れ
た
管
理
権
限
の
一
つ
の
形
－
本
人
に
直
接
効
果
が
帰
属

す
る
と
い
う
形
で
の
ー
で
あ
る
か
ら
、
本
来
本
人
の
意
思
に
し
た
が
つ
て
本
人
の
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
抽

象
化
し
て
独
立
の
も
の
と
構
成
し
た
の
は
、
相
手
方
に
対
し
て
表
示
さ
れ
な
い
も
の
に
よ
つ
て
効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
相
手
方
を
保
護
す

る
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
．
相
手
方
が
代
理
人
の
意
図
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
と
き
に
は
、
そ
の
抽
象
性
を
排
除
す
る
こ
と
が

　
（
1
1
）

で
き
る
。

　
ω
代
理
人
と
相
手
方
の
通
謀
（
代
理
行
為
に
お
け
る
虚
偽
表
示
）
　
⑥
一
般
に
、
代
理
人
が
相
手
方
と
通
謀
し
て
虚
偽
の
法
律
行
為
を
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

効
力
を
生
ぜ
ず
（
民
九
四
1
）
、
善
意
の
本
人
も
こ
の
法
律
行
為
の
当
事
者
で
あ
つ
て
民
法
九
四
条
二
項
の
第
三
者
に
該
た
ら
な
い
。
⑥
問
題
は
、

代
理
人
が
本
人
を
欺
く
目
的
で
相
手
方
と
通
謀
し
て
法
律
行
為
の
外
観
を
作
り
出
し
た
場
合
に
あ
る
。
代
理
人
は
、
代
理
権
の
行
使
に
当
つ
て
、

相
手
方
と
通
謀
し
て
本
人
を
欺
岡
す
る
権
限
を
有
し
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
代
理
人
と
通
謀
す
る
相
手
方
と
の
間
で
は
、
そ
の
法
律
行
為
は
代

理
行
為
と
し
て
の
意
味
を
も
た
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
行
為
は
本
人
と
相
手
方
と
の
間
の
虚
偽
表
示
と
し
て
無
効
（
九
四
1
）
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
代
理
行
為
の
効
力
が
発
生
し
な
い
場
合
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
相
手
方
は
、
本
人
が
そ
の
表
示
を
信
じ
、
信
ず
る
こ
と
が
無
理
か
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

場
合
に
は
、
表
示
に
対
す
る
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
（
九
三
条
の
類
推
）
。

　
⑥
民
法
一
〇
一
条
二
項
の
場
合
　
　
上
述
の
よ
う
に
、
代
理
行
為
と
代
理
権
授
与
行
為
と
は
別
個
の
行
為
で
あ
る
と
構
成
さ
れ
、
民
法
一
〇
一

条
一
項
も
、
代
理
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
代
理
人
が
意
思
を
決
定
し
、
表
示
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
決
定
、
意
思
表
示
上
の
環
疵
は
代
理

人
の
心
裡
に
つ
い
て
こ
れ
を
問
う
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
、
代
理
の
行
為
に
お
い
て
、
常
に
代
理
人
が
全
部
の
意
思
を
決
定
し
、
表

示
す
る
と
は
限
ら
ず
、
或
る
部
分
に
つ
い
て
は
本
人
が
意
思
を
決
定
し
、
代
理
人
が
そ
れ
を
表
示
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
そ
の
意
思



表
示
は
代
理
人
の
意
思
表
示
と
し
て
現
わ
れ
る
が
、
実
際
に
本
人
が
な
し
た
意
思
決
定
に
つ
い
て
本
人
の
知
つ
て
い
る
事
情
を
た
ま
た
ま
代
理
人

が
知
ら
な
い
こ
と
に
籍
口
す
る
の
は
不
要
な
構
成
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
意
味
か
ら
、
同
条
二
項
は
、
「
本
人
ハ
其
自
ラ
知
リ
タ
ル
事
情
二
付
キ

代
理
人
ノ
不
知
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
其
過
失
二
因
リ
テ
知
ラ
サ
リ
シ
事
情
二
付
キ
亦
同
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
㈲
民
法
一
〇
一
条
二
項
以
外
の
場
合
　
　
⑥
に
つ
い
て
は
、
一
〇
一
条
二
項
で
と
く
に
場
合
を
限
定
し
て
、
「
特
定
ノ
法
律
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

委
託
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
二
於
テ
代
理
人
力
本
人
ノ
指
図
二
従
ヒ
其
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
」
、
本
人
の
事
情
の
知
、
過
失
不
知
と
い
う
心
裡
が

代
理
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
人
の
心
裡
状
態
が
代
理
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、
こ
の
限
定
さ
れ
た
範
囲
に

限
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
。

　
＠
本
人
が
代
理
人
に
対
し
て
心
裡
留
保
に
よ
り
代
理
権
授
与
の
表
示
を
な
し
、
代
理
人
は
そ
の
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
代
理

行
為
の
相
手
方
は
こ
れ
を
知
つ
て
い
る
場
合
に
、
代
理
人
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
代
理
行
為
の
効
力
如
何
。
代
理
権
授
与
行
為
と
代
理
行
為
と
を
全

く
切
断
し
て
、
各
個
独
立
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
代
理
権
授
与
の
表
示
に
つ
き
そ
の
表
示
の
相
手
方
で
あ
る
代
理
人
は
そ
の
心
裡
留
保
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
代
理
権
授
与
行
為
の
効
力
は
変
ぜ
ず
、
ま
た
代
理
人
は
真
意
に
基
い
て
代
理
行
為
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
暇
疵
は
な
く
、
代
理
の
効
力
は
支
障
な
く
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
代
理
権
授
与
行
為
は
代
理
の
効
力
を
発
生
す
べ
く
な

さ
れ
、
代
理
人
は
そ
の
旨
を
相
手
方
に
向
つ
て
表
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
人
に
そ
の
実
現
の
意
欲
が
な
く
、
相
手
方
も
代
理
人
の
伝
達
の
表
示

を
通
し
て
で
は
な
い
が
本
人
に
そ
の
意
欲
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
ぎ
場
合
に
は
、
代
理
の
効
力
は
発
生
し
な
い
と
し
て
よ
か
ろ
う

（
本
人
に
相
手
方
の
知
、
過
失
不
知
の
立
証
を
許
す
）
。

　
㈲
代
理
行
為
の
相
手
方
が
本
人
を
欺
岡
し
て
本
人
を
し
て
代
理
権
を
授
与
さ
せ
た
場
合
、
代
理
権
授
与
行
為
に
つ
い
て
い
え
ば
第
三
者
の
欺
岡

に
該
た
り
、
代
理
人
が
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い
と
取
り
消
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
（
九
六
n
）
、
そ
の
第
三
者
が
代
理
行
為
の
相
手
方
で
あ
る
場

合
に
は
、
本
人
は
代
理
人
の
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
代
理
権
授
与
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
つ
と
も
、
第
三
者
の
詐
欺
に
よ
る

　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
　
　
（
三
二
五
）



　
　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
　
　
　
（
三
二
六
）

取
消
を
相
手
方
の
知
に
か
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
取
消
に
よ
つ
て
不
慮
の
損
害
を
相
手
方
に
与
え
な
い
と
い
う
配
慮
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
代
理
権

授
与
の
場
合
は
そ
れ
が
取
り
消
さ
れ
て
も
代
理
人
は
そ
の
こ
と
自
体
か
ら
損
害
を
受
け
な
い
か
ら
．
代
理
人
の
知
、
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
消

し
う
る
と
も
い
え
る
。
む
し
ろ
、
問
題
は
、
す
で
に
代
理
人
が
代
理
行
為
を
行
つ
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
取
消
に
よ
り
そ
の
行
為
が
無
権
代
理
行

為
と
な
り
、
代
理
人
が
無
権
代
理
人
と
し
て
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
代
理
権
授
与
行
為
と
代
理
行
為

と
を
連
絡
す
る
な
ら
ば
、
代
理
行
為
の
相
手
方
に
よ
る
欺
岡
と
同
様
に
な
り
、
相
手
方
は
代
理
行
為
そ
の
も
の
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

無
権
代
理
人
の
責
任
を
問
い
え
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
逆
に
、
代
理
人
が
代
理
行
為
を
な
す
に
つ
い
て
、
本
人
が
相
手
方

を
欺
岡
し
た
場
合
に
、
相
手
方
は
代
理
人
の
知
、
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
代
理
行
為
を
取
り
消
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
⑥
上
述
の
⑥
の
場
合
を
よ
り
一
般
化
し
て
、
代
理
人
が
代
理
行
為
を
行
つ
た
後
に
な
つ
て
、
本
人
の
代
理
権
授
与
行
為
が
初
め
か
ら
無
効
と
確

定
し
た
（
た
と
え
ば
、
本
人
の
錯
誤
に
よ
る
代
理
権
授
与
行
為
）
、
或
は
⑥
以
外
の
事
由
で
暇
疵
が
あ
る
た
め
本
人
が
代
理
権
授
与
行
為
を
取
り
消
し
た

（
本
人
の
無
能
力
、
代
理
行
為
の
相
手
方
以
外
の
者
か
ら
詐
欺
、
強
迫
を
受
け
て
代
理
権
授
与
行
為
を
行
つ
た
等
）
場
合
に
、
代
理
権
授
与
行
為
は
遡
つ
て
無

効
と
な
る
か
ら
、
代
理
行
為
は
代
理
権
な
し
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
相
手
方
は
そ
の
行
為
を
有
効
な
代
理
行
為
と
主
張
し

え
な
い
か
、
或
は
、
こ
の
行
為
を
無
権
代
理
行
為
と
し
て
代
理
人
は
無
権
代
理
人
の
責
任
を
負
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
ず
、
後

日
の
検
討
に
譲
る
。

　
（
1
）
　
意
思
表
示
の
作
製
者
、
法
律
行
為
の
行
為
者
、
法
律
行
為
の
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
明
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
意
思
表
示
の
作
製
者
と
は
現
実
に
意
思
表
示
を
行

　
　
う
表
意
者
を
指
し
、
或
は
意
思
表
示
の
受
領
者
ま
で
含
め
て
用
い
る
。
法
律
行
為
の
行
為
者
と
は
、
一
つ
の
意
味
は
、
意
思
表
示
の
作
製
者
と
同
様
の
意
味
を
法
律
行
為
に
延
長
し

　
　
た
も
の
で
、
現
実
に
法
律
行
為
を
行
う
者
、
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
現
実
の
行
為
を
行
う
者
を
指
し
、
こ
の
意
味
の
法
律
行
為
の
行
為
者
は
、
通
常
、
意
思
表
示
の
作
製
者
と
異

　
　
ら
な
い
。
こ
れ
が
異
る
の
は
、
法
律
行
為
の
要
素
で
あ
る
一
個
の
意
思
表
示
だ
け
代
理
人
に
表
示
さ
せ
或
は
受
領
さ
せ
、
他
の
一
個
は
本
人
が
受
領
し
或
は
表
示
す
る
と
い
う
場
合

　
　
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
そ
う
な
る
と
、
こ
の
場
合
、
法
律
行
為
の
行
為
者
は
本
人
、
代
理
人
、
相
手
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
法
律
行
為
の
行
為
者
と
い
う

　
　
概
念
を
使
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
か
疑
わ
し
い
。
そ
こ
で
、
法
律
行
為
の
行
為
者
の
第
二
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
法
律
行
為
の
要
件
が
誰
の
も
と
に
と
と
の
つ
て
い
る

　
　
か
と
い
う
意
味
で
あ
つ
て
（
法
律
行
為
以
外
の
法
律
要
件
の
例
で
い
う
と
、
た
と
え
ば
、
代
理
占
有
の
場
合
に
、
物
の
所
持
と
い
う
外
形
的
事
実
は
占
有
代
理
人
の
も
と
に
あ
る
が
．



　
占
有
代
理
関
係
と
相
侯
つ
て
物
は
誰
の
支
配
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
と
い
え
ば
本
人
の
も
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
占
有
と
い
う
要
件
は
本
人
の
も
と
に
と
と
の
つ
て
お
り
、
本
人
が

　
代
理
占
有
権
と
い
う
効
果
を
取
得
す
る
）
、
こ
の
意
味
で
は
、
法
律
行
為
の
行
為
者
は
法
律
行
為
の
当
事
者
と
一
致
す
る
。
こ
の
意
味
で
法
律
行
為
の
行
為
者
と
い
う
言
葉
を
用
い
る

　
者
が
あ
る
。
神
戸
寅
次
郎
博
士
は
、
意
思
表
示
と
法
律
行
為
と
は
区
別
を
要
す
る
の
に
、
従
来
学
者
は
代
理
の
法
理
を
説
く
に
つ
い
て
こ
の
点
に
つ
き
誤
つ
て
い
た
と
し
、
共
同
行

　
為
説
、
代
理
人
行
為
説
は
こ
の
二
者
を
混
同
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
意
思
表
示
其
ノ
モ
ノ
ヲ
作
製
ス
ル
者
即
チ
表
意
者
ト
法
律
行
為
ヲ
為
ス
者
即
チ
法
律
行
為
其
ノ
モ
ノ
ノ
当
事
者

　
ト
ヲ
混
同
」
し
た
こ
と
か
ら
由
来
す
る
謬
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
意
思
表
示
ハ
代
理
人
力
一
人
ニ
テ
之
ヲ
作
製
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
本
人
ハ
此
作
製
ニ
ハ
毫
末
モ
関

与
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
之
二
反
シ
テ
法
律
行
為
ハ
本
人
力
一
人
ニ
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
リ
故
二
代
理
人
ハ
此
ノ
法
律
行
為
ヲ
為
ス
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
毫
末
モ
関
与
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
故
二
単

　
二
本
人
ノ
ミ
カ
其
法
律
行
為
ノ
行
為
者
ニ
シ
テ
即
チ
当
事
者
ナ
リ
代
理
人
ハ
素
ヨ
リ
其
法
律
行
為
ノ
行
為
者
ニ
ア
ラ
ス
随
テ
亦
当
事
者
ニ
ア
ラ
ス
」
と
す
る
（
神
戸
寅
次
郎
著
作
集

　
面
一
八
頁
。
な
お
、
同
五
七
、
五
八
頁
参
照
）
．
こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
の
当
事
者
と
は
、
と
と
の
つ
た
要
件
の
下
に
法
律
行
為
の
総
体
と
し
て
の
効
果
を
受
け
る
者
を
い
う
。

　
　
同
様
の
こ
と
を
、
国
冒
目
①
は
次
の
よ
う
に
い
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
行
為
そ
の
も
の
（
行
為
ヌ
答
］
と
し
て
の
）
は
代
理
人
が
行
う
が
、
規
制
（
閑
品
①
冒
語
）
と
し
て

　
の
法
律
行
為
は
本
人
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
私
的
自
治
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
、
法
律
行
為
に
よ
つ
て
権
利
義
務
を
発
生

　
せ
し
め
、
そ
の
総
体
と
し
て
の
法
律
関
係
を
形
成
す
る
場
面
を
考
え
る
と
、
ω
現
実
の
行
為
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
㈹
行
為
の
結
果
、
契
約
で
あ
れ
ば
と
り
き
め
が
設
定
さ

　
れ
る
が
、
そ
の
と
り
き
め
は
誰
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
⑥
そ
の
と
り
き
め
に
よ
つ
て
誰
が
具
体
的
な
効
果
を
受
け
る
か
の
諸
点
が
問
題
と
な
り
、
ω
が
田
β
目
。
の
い
う

　
ト
ζ
と
し
て
の
法
律
行
為
の
面
、
働
が
国
①
讐
冨
夷
と
し
て
の
法
律
行
為
の
面
（
法
律
行
為
の
当
事
者
）
、
㈲
は
通
常
法
律
行
為
の
当
事
者
が
す
べ
て
の
具
体
的
な
効
果
を
受
け
る

　
が
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
で
は
特
定
の
効
果
（
権
利
）
は
当
事
者
以
外
の
第
三
者
が
受
け
る
。

（
2
）
　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
と
規
制
と
し
て
の
法
律
行
為
と
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
国
ロ
巨
Φ
の
考
え
方
に
対
し
て
も
、
評
価
な
い
し
そ

　
の
意
義
づ
け
は
分
か
れ
て
い
る
。
岡
ご
墓
の
所
説
を
紹
介
し
検
討
を
加
え
て
お
ら
れ
る
高
橋
氏
は
、
固
q
馨
が
任
意
代
理
で
は
本
人
の
自
己
決
定
に
よ
つ
て
代
理
権
が
与
え
ら
れ

　
る
と
す
る
と
き
の
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
本
人
の
意
思
が
何
か
を
問
題
と
し
、
「
そ
れ
は
、
代
理
人
の
作
り
出
す
規
制
を
自
己
の
も
の
と
す
る
意
思
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
人
の

意
思
は
、
代
理
人
を
媒
介
す
る
と
し
て
も
や
は
り
法
律
関
係
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
思
が
ω
鷺
茜
昌
の
意
思
表
示
理
論
に
い
う
μ
意
思
”
つ
ま
り
効

果
意
思
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
…
…
。
固
q
馨
の
代
理
理
論
か
ら
も
、
効
果
意
思
は
本
人
に
あ
る
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
の
理
論
は
、
原

因
と
効
果
の
分
離
と
い
う
通
説
を
、
行
為
と
規
制
の
分
離
と
い
い
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
．
」
と
さ
れ
る
（
高
橋
・
前
掲
（
四
・
完
）
六
七
頁
）
。
し
か
し
、
固
q
馨
の
所
説
を
こ
の
よ

　
う
に
（
効
果
意
思
は
本
人
に
あ
る
、
と
）
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
高
橋
氏
の
批
判
（
原
因
と
効
果
の
分
離
を
行
為
と
規
制
の
分
離
に
お
き
か
え
た

　
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
）
に
理
由
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
現
実
の
代
理
行
為
を
代
理
人
の
行
為
（
効
果
意
思
）
と
み
た
上
で
、
そ
の
行
為
を
本
人
の
も
の

　
と
す
る
（
個
々
の
具
体
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
効
果
の
源
と
な
る
要
件
が
本
人
の
も
と
で
と
と
の
う
）
1
そ
の
た
め
に
は
代
理
人
の
行
為
を
本
人
の
規
制
と
す
る
代
理
権

が
必
要
ー
点
に
、
固
ロ
墓
の
苦
心
と
創
意
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
行
為
と
効
果
の
分
離
と
い
う
と
き
、
そ
の
効
果
は
、
本
来
、
効
果
意
思
に
よ
る
法
律
行
為
の
任

意
的
効
果
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
法
定
的
効
果
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
は
特
別
の
説
明
を
要
し
よ
う
。
法
律
行
為
に
基
く
全
法
律
関
係
が
本
人
に
帰
す
る
こ
と
は
、
単
に
代
理

人
の
効
果
意
思
の
結
果
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の
要
件
が
本
人
の
も
と
で
と
と
の
つ
て
い
る
、
し
た
が
つ
て
法
律
行
為
そ
の
も
の
が
本
人
の
法
律
行
為
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

（
3
）
代
理
の
行
為
を
代
理
人
の
行
為
と
構
成
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
代
理
に
お
い
て
本
人
の
意
思
が
全
く
関
与
し
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
国
9
8
8
冨
・
に
よ

代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味

一
六
一

（
三
二
七
）



　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
ニ
　
　
　
（
三
二
八
）

　
れ
ば
、
本
人
の
意
思
は
、
一
面
、
代
理
人
の
意
思
に
と
つ
て
決
定
の
動
機
（
瀬
駐
ヨ
巨
巨
o
q
轟
窪
鼠
）
と
な
り
、
他
面
、
代
理
人
に
代
理
権
を
与
え
る
（
国
9
9
8
冨
m
る
●
勲
9
器
●

　
目
墨
目
お
）
。
代
理
権
の
問
題
は
後
に
述
べ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
本
人
の
意
思
は
代
理
人
の
意
思
の
決
定
の
動
機
に
な
る
が
、
代
理
人
は
使
者
と
異
つ

　
て
、
自
己
の
意
思
表
示
と
し
て
表
示
行
為
を
行
う
。
こ
れ
に
対
し
、
使
者
は
、
た
と
え
表
示
機
関
と
し
て
の
使
者
で
あ
つ
て
も
、
相
手
方
は
、
使
者
に
よ
つ
て
現
実
に
な
さ
れ
て
い

　
る
表
示
を
、
本
人
の
効
果
意
思
の
表
示
と
し
て
、
す
な
わ
ち
本
人
の
意
思
表
示
と
し
て
受
け
取
る
。
こ
の
点
で
、
表
示
機
関
と
し
て
の
使
者
も
伝
達
機
関
と
し
て
の
使
者
と
同
様
で
、

代
理
人
と
異
る
。
代
理
行
為
に
お
い
て
、
本
人
の
意
思
は
代
理
人
の
意
思
の
決
定
の
動
機
と
な
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
間
に
齪
鯖
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
点
か
ら
代
理
行

　為の

効
力
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
4
）
　
こ
の
点
を
言
明
す
る
も
の
に
於
保
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
代
理
意
思
の
表
示
と
は
効
果
転
帰
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
直
接
代
理
の
理
論
的
根
拠
が
法
律
効

果
の
帰
属
に
つ
い
て
も
私
的
自
治
を
法
が
承
認
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
効
果
転
帰
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
．
」
と
す
る
（
於
保
・
前
掲

民
法
総
則
講
義
一
二
九
頁
）
。

（
5
）
代
理
権
の
性
質
を
管
理
権
限
と
み
る
点
で
、
於
保
説
に
賛
成
し
た
い
．
そ
の
上
で
、
於
保
説
と
の
相
違
は
次
の
点
に
あ
る
か
と
考
え
る
。
於
保
説
に
お
い
て
は
、
「
代
理
権
も
代

理
人
が
本
人
の
財
産
に
対
し
て
有
す
る
財
産
管
理
権
限
を
代
理
現
象
、
即
ち
効
果
転
帰
の
面
か
ら
眺
め
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
代
理
権
の
本
体
は
、
代
理
現
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
マ
ロ

　
み
の
中
や
本
人
と
代
理
人
と
の
人
と
人
と
の
間
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
代
理
人
と
本
人
の
財
産
と
の
閥
係
か
ら
、
財
産
活
動
の
原
動
力
と
し
て
捉
え
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し

て
、
代
理
権
を
代
理
人
の
本
人
の
財
産
に
対
す
る
関
係
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
．
し
か
し
、
代
理
人
は
本
人
の
財
産
に
対
し
て
当
然
関
係
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

そ
の
財
産
管
理
権
限
が
ど
こ
に
由
来
す
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、
こ
れ
を
代
理
の
構
成
の
中
に
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
る
か
の
点
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
於

保
・
前
掲
民
法
総
則
講
義
二
壬
二
、
二
二
四
頁
参
照
）
。

（
6
）
　
こ
の
こ
と
は
、
法
律
行
為
の
中
で
当
事
者
は
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
の
問
題
と
関
連
す
る
．
契
約
自
由
の
原
則
と
い
う
と
ぎ
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
契
約
を
ど
の
よ
う

な
方
式
で
結
ぶ
か
と
並
ん
で
、
誰
と
契
約
を
結
ぶ
か
の
自
由
と
い
い
、
当
事
者
が
誰
で
あ
る
か
は
法
律
行
為
の
要
素
と
な
る
。
し
か
し
、
意
思
表
示
の
内
容
と
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
表
意
者
が
任
意
に
当
事
者
は
○
○
で
あ
る
（
O
O
の
た
め
に
す
る
）
と
意
思
表
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
者
が
当
事
者
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
当
事
者

が
誰
で
あ
る
か
は
法
律
行
為
の
要
素
と
な
る
か
ら
、
相
手
方
と
し
て
選
び
意
思
表
示
を
向
け
た
者
に
思
違
い
が
あ
れ
ば
、
そ
の
意
思
表
示
か
ら
成
る
法
律
行
為
は
錯
誤
に
よ
り
無
効

と
な
る
。

　
　
い
わ
ゆ
る
代
理
意
思
に
つ
い
て
は
、
通
常
い
わ
れ
る
相
手
方
の
意
思
表
示
と
の
合
致
が
問
題
と
な
り
う
る
他
に
、
表
意
者
の
内
心
の
意
思
と
の
一
致
の
問
題
が
あ
る
。
「
本
人
ノ
為

　
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
」
、
つ
ま
り
本
人
に
効
果
を
及
ぽ
す
行
為
を
す
る
か
自
己
に
効
果
を
及
ぽ
す
行
為
を
す
る
か
の
選
択
は
、
代
理
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
代
理
人
は
代
理
権
を
与
え
ら

れ
る
と
代
理
人
自
身
に
効
果
の
及
ぶ
行
為
が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
）
。
そ
こ
で
．
代
理
人
の
内
心
の
決
定
と
そ
の
伝
達
の
表
示
と
が
喰
い
違
う
場
合
も
生
じ
う
る
。
一
方
で

は
、
「
本
人
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
」
し
て
い
る
が
、
井
、
の
意
思
を
も
た
な
い
場
合
が
あ
り
、
代
理
意
思
の
表
示
を
意
思
の
通
知
と
解
し
て
も
、
一
般
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
の
規

定
、
た
と
え
ば
錯
誤
、
心
裡
留
保
、
虚
偽
表
示
等
の
規
定
の
類
推
の
可
否
が
問
題
と
な
る
．
こ
の
場
合
、
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
代
理
意
思
の
表
示
が
な
さ
れ
れ
ば
、
内
心

の
決
定
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
表
示
に
効
果
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
．
他
方
、
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
内
心
で
は
「
本
人
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
」
決
定
を
し
て
い
る

　
の
に
、
そ
の
伝
達
の
表
示
が
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
表
示
を
欠
く
場
合
に
は
、
相
手
方
は
通
常
代
理
の
効
果
の
発
生
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
り
え
な
い
か
ら
、
代
理
の
効
果



を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
代
理
意
思
の
表
示
は
な
く
と
も
相
手
方
が
代
理
の
効
果
の
発
生
す
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
場
合
で
あ
れ

ば
、
代
理
の
効
果
を
発
生
さ
せ
て
よ
い
（
一
〇
〇
但
）
。
ま
た
、
表
意
者
は
代
理
意
思
の
表
示
の
点
を
除
い
て
完
全
な
意
思
表
示
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
人
に
効
果
が
帰
属

す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
表
意
者
に
帰
属
す
る
か
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
〇
〇
本
）
。

（
7
）
代
理
権
を
有
効
要
件
と
理
解
す
る
に
つ
い
て
、
他
の
効
力
要
件
と
の
比
較
を
要
す
る
が
、
こ
の
点
は
後
日
に
譲
る
。
さ
ら
に
有
効
要
件
か
ら
進
ん
で
、
代
理
権
を
効
果
帰
属
の

要
件
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
一
般
に
効
果
発
生
と
効
果
帰
属
と
を
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
（
帰
属
す
る
当
て
の
全
く
な
い
と
こ
ろ
に
効
果
発
生
は
あ
り
え
な
い
）
、
代
理

　
の
場
合
に
限
つ
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
代
理
権
を
効
果
帰
属
の
要
件
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
代
理
行
為
の
顕
名
に
関
し
て
、
商
法

　
五
〇
四
条
は
顕
名
し
な
い
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
代
理
意
思
の
表
示
を
除
い
て
、
意
思
表
示
の
要
件
は
と
と
の
つ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
意
思
表
示
か
ら
成

　
り
立
つ
法
律
行
為
の
効
果
の
帰
属
点
が
不
明
で
あ
る
。
通
常
、
効
果
の
帰
属
点
が
定
ま
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
帰
属
点
を
決
定
す
る

　
要
素
は
効
力
要
件
で
あ
る
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
全
く
無
効
と
な
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
ー
顕
名
し
な
い
場
合
、
少
く
と
も
表
意
者
自
身
に
効
果

が
帰
属
す
る
．
そ
し
て
一
定
の
場
合
に
は
顕
名
さ
れ
な
い
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
る
i
、
こ
の
意
味
で
は
、
代
理
人
と
し
て
行
う
こ
と
の
表
示
1
そ
の
背
後
に
あ
る

代
理
権
の
有
無
ー
は
、
効
果
帰
属
の
要
件
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
8
）
仮
り
に
代
理
権
に
つ
い
て
よ
り
細
い
限
定
を
つ
け
う
る
（
内
部
的
な
義
務
に
と
ど
ま
ら
ず
有
効
な
限
定
と
し
て
）
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
に
伴
い
、
制
度
上
、
権
限
瞼
越
の
表
見
代
理

が
広
い
範
囲
で
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
論
理
の
筋
と
し
て
は
、
元
来
、
無
権
代
理
に
属
す
る
も
の
の
中
か
ら
表
見
代
理
と
し
て
相
手
方
が
保
護
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、

　
本
人
が
代
理
権
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
限
定
を
つ
け
る
こ
と
が
無
理
な
場
合
で
あ
つ
て
、
有
権
代
理
の
範
疇
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
民
五
四
参
照
。
他
に
、
商
七
H
、
三

　
八
皿
、
七
八
H
、
一
四
七
、
二
六
一
皿
、
七
一
四
、
有
三
二
参
照
）
。

（
9
）
代
理
権
授
与
行
為
と
委
任
の
問
題
は
こ
こ
に
そ
の
源
を
発
す
る
。
委
任
を
伴
わ
な
い
代
理
権
授
与
行
為
が
あ
る
か
の
問
題
は
別
に
論
ず
る
と
し
て
（
一
つ
の
議
論
は
、
組
合
契

　
約
、
雇
傭
契
約
に
基
い
て
も
代
理
権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
他
は
、
A
が
B
に
対
す
る
債
務
の
弁
済
に
充
当
す
べ
く
、
A
が
C
に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
取
立
に
つ
ぎ
代
理

　
権
を
B
に
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
代
理
人
の
利
益
の
た
め
の
代
理
権
授
与
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
）
、
大
多
数
の
現
象
と
み
ら
れ
る
或
る
こ
と
を
委
任
し
て
代
理
権
を
授
与

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
通
説
が
委
任
契
約
と
代
理
権
授
与
行
為
と
は
別
物
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
行
為
そ
の
も
の
が
別
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
（
同
一
の
行
為
に
含
ま

　
れ
る
効
果
意
思
の
内
容
）
、
そ
の
結
果
生
ず
る
委
任
契
約
上
の
義
務
と
代
理
権
と
い
う
抽
象
的
な
権
限
と
を
切
断
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
独
自

　
の
代
理
権
授
与
行
為
を
考
え
る
こ
と
は
正
し
い
。

（
1
0
）
　
国
ロ
舅
9
即
●
鉾
○
；
ω
、
刈
o。
oo
。

（
1
1
）
　
こ
の
場
合
、
多
数
説
は
、
九
三
条
但
書
の
類
推
を
主
張
す
る
（
我
妻
・
前
掲
三
四
五
頁
、
於
保
・
前
掲
民
法
総
則
講
義
一
二
九
、
二
二
〇
頁
）
。
し
か
し
、
九
三
条
の
心
裡
留
保

　
の
場
合
に
は
、
本
文
は
実
現
の
意
欲
は
も
た
ず
と
も
伝
達
の
意
思
を
も
つ
て
表
示
し
た
表
意
者
に
表
示
の
責
任
を
と
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
但
書
で
は
、

　
伝
達
の
表
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
の
意
欲
の
な
い
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
相
手
方
と
の
開
係
で
効
力
を
発
生
せ
し
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
に

　
対
し
、
こ
こ
に
お
け
る
代
理
行
為
に
つ
い
て
代
理
意
思
の
表
示
に
効
果
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
表
意
者
に
表
示
の
責
任
を
と
ら
せ
ろ
こ
と
に
は
な
ら
ず
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
の
で
あ

　
る
か
ら
、
九
三
条
本
文
の
構
造
と
は
異
る
場
合
で
あ
り
、
本
文
か
ら
切
り
離
し
て
そ
の
但
書
だ
け
を
類
推
す
る
こ
と
は
正
し
い
方
法
で
は
あ
る
ま
い
。
舟
橋
諄
一
・
民
法
総
則
に
よ

代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味

一
六
三

（
三
二
九
）



　
　
代
理
理
論
に
お
け
る
本
人
行
為
説
と
代
理
人
行
為
説
の
も
つ
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
　
　
（
三
三
〇
）

れ
ば
、
濫
用
説
を
と
る
が
、
濫
用
一
般
に
つ
き
無
権
代
理
の
構
成
を
と
り
、
相
手
方
が
善
意
の
場
合
に
表
見
代
理
の
問
題
を
生
ず
る
と
す
る
（
一
三
二
頁
）
。

（
1
2
）
　
大
判
昭
一
六
・
八
・
三
〇
新
聞
四
七
四
七
号
一
五
頁
参
照
。
こ
の
判
決
は
、
一
〇
一
条
一
項
に
し
た
が
い
こ
の
結
果
を
認
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
同
条
の
適
用
が
あ
る

か
に
つ
い
て
は
議
論
が
存
す
る
。

（
玲
）
大
判
昭
一
四
・
九
・
二
二
新
聞
四
四
八
一
号
七
頁
、
同
昭
一
四
・
一
二
．
六
民
集
一
八
巻
二
二
号
一
四
九
〇
頁
参
照
。
こ
と
に
後
者
に
つ
い
て
は
多
く
の
判
例
批
評
が
あ
る
。

な
お
、
我
妻
・
前
掲
三
四
九
頁
参
照
。

（
U
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
十
分
な
考
察
は
他
日
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
詳
細
に
扱
つ
て
い
る
も
の
に
、
遠
田
・
前
掲
論
文
、
竃
艶
一
霞
－
司
邑
Φ
蔦
Φ
量
勲
騨
。
9
¢

ω
o

。
O
旨
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
浜
上
・
前
掲
論
文
〔
二
・
完
〕
六
五
頁
以
下
参
照
）
が
あ
る
。

（
1
5
）
　
同
様
の
結
果
は
、
二
七
条
二
項
の
類
推
に
よ
つ
て
も
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
相
手
方
力
代
理
権
ナ
キ
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
」
と
は
、
初
め
か
ら
代
理
権
が
な
い
こ

　
と
を
知
つ
て
い
る
場
合
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
年
一
二
月
六
日
）


